
ＦＭかのや に 今掛 富代子 さんが出演10月16日（火）９時５分から

昭和28年根占町（現・南大隅町）生まれ。昭和28年根占町（現・南大隅町）生まれ。
平成元年から夫の転勤とともに市内に転平成元年から夫の転勤とともに市内に転
居。平成22年、鹿児島弁検定実行委員会居。平成22年、鹿児島弁検定実行委員会
（現・鹿児島弁検定協会）に入会し、平成（現・鹿児島弁検定協会）に入会し、平成
24年から同協会大隅支部支部長。（65歳）24年から同協会大隅支部支部長。（65歳）
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鹿児島弁を語り継ぐ

【右】検定前の事前講座では、受験者に試験のポイントを説明。
【左】 串良小学校で昨年開催された鹿児島弁検定協会の劇団「げた

んは」による出前授業。主役を務めるのは今掛さん（右端）

夢かけはし
の
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